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長
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平
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議
院
議
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木
宗
男
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提
出
外
務
省
職
員
の
殉
職
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
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弁
書
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送
付
す
る
。
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
職
員
の
殉
職
扱
い
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

殉
職
と
は
、
一
般
に
、
職
責
を
全
う
す
る
た
め
に
生
命
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
殉

職
扱
い
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
国
会
答
弁
は
、

外
務
省
と
し
て
、
死
亡
し
た
在
上
海
総
領
事
館
館
員
（
以
下
「
館
員
」
と
い
う
。）
は
国
の
た
め
に
命
を
懸
け
た
の
で
あ
り
、

で
き
る
限
り
の
対
応
を
行
う
と
い
う
立
場
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
外
務
省
に
お
い
て
、
こ
の
立
場
に
立
つ
に
当
た
り
、
決

裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
殉
職
扱
い
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
殉
職
扱
い
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
退
職

金
や
年
金
に
つ
い
て
は
、
公
務
上
の
死
亡
の
場
合
に
は
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）

に
基
づ
き
退
職
手
当
の
額
が
加
算
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）

一



に
基
づ
き
遺
族
補
償
年
金
等
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二


